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 まず始めに、なぜ、フランスにおける建築の工業化の話をしようと考えたのか、背景か

らお話しします。 
〔資料 スライド１ 参照〕 
 例えば、こういった建築の工業化などという話をしますと、プレハブかなとか、工業製

品で工場でつくったものなのかと皆さんイメージなさると思います。つまり、戦後、フラ

ンスが復興時にどんどんと住宅を建てるときに大量生産をしたような、あんな住宅をイメ

ージなさるかもしれません。 
〔資料 スライド２ 参照〕 
 ここ 15 年ぐらい、今申し上げたような大量生産型のプレハブ住宅に対するフランス人の

嗜好がものすごく低下しました。つまり、フランス人がそういうものをあまり好まなくな

った、だから、そういうそういうものはあまりつくられなくなりました。ところが、最近

になってまた違った条件下において、また違った形で、そしてまた違った理由で工業化の

方向が出てきました。 
 理論上のお話ばかりするよりはと思いまして、写真も持ってまいりました。ＣＳＴＢが

ＣＱＦＤというコンテストを行いましたので、それについて少しご紹介してまいりたいと

思います。 
 都市のリニューアルというフランスの国家計画がありまして、その計画の枠内でこのの

コンクールが行われました。フランスのこの国家計画が何を目指しているのかといいます

と、建築のシステムとして信頼がおけるものであり、同時に、ある程度の品質上の条件も

満たしつつ、それでいてフランス人の期待にも応えていけるような住宅についてです。 
〔資料 スライド３ 参照〕 
 では、このＣＱＦＤを一つ一つひもといていきますと、まずＣが Cost（費用）です。も

ちろん、これは人件費のコストカットをしようというものでもあります。同時に、購買、

調達のときにもコストカットをしていく。そして、実際の建築費のすべてのところを見て

いって、その中からどこが削減できるかというものも見ていこうというものでもあります。 
 Ｑはもちろん Quality（品質）です。品質といいましても、戦後でしたら、強度、安定性

などの技術的な品質だけにみんな頭がいっぱいでした。でも、それだけではないのです。

同時に、環境面においても質が高いものであることを目指しています。そして、快適であ

ること。例えば、騒音の問題もなければ、温度も快適であること。と同時に、建築の形態

という意味でもバラエティに富んだ、多種多彩な変化に富んだものを望むということにも

マッチしたものでなければなりません。 
 Ｆは Fiabilite、信頼性です。 
 そして、Ｄは Duration で耐用年数が長いこと。 



○モガール 違うよ。これは建築納期のリードタイムが短いことだよ。だから、なるべく

リードタイムを短くすることだ。 
○ムズゥルー これから少し例をお見せしてまいります。どれがいいとか、どういうこと

がということを私が判断するものではありませんが、この計画はかなり好評です。という

のも、111 の応募件数があったくらいだからです。そして、そのうちの 16 件が賞をもらっ

ています。 
〔資料 スライド４ 参照〕 
 では、その入賞作品を少し見ていくことにしましょう。それは、どのような建築方式で

やるかということで幾つかの部門分けになっています。それをざっと見た後に、ある程度

のまとめという形で、趨勢、トレンドを引き出していきたいと思います。 
 これはＲＣ造なので、従来的な部門として上げられると思います。このように、梁と柱

でつくるというやり方です。ところが、居住空間が大変広々としたものを確保できていま

す。公表されている平米当たりのコストが 500 ユーロです。これは提案者が言ってきてい

る値段です。 
〔資料 スライド５ 参照〕 
 次の例をお見せします。こちらは鉄骨造のもので、いわゆる標準品の工業化されている

一般の鉄材を使っています。 
 右下の図のような構造になっています。バーデージメタルが外壁に使われています。内

側が石膏ボードになっています。従来工法では、平米当たりのコストが 1,200 ユーロです

けれども、こちらの応募者は値段が平米当たり 800 ユーロでできるといっています。そう

すれば、皆さんとしても大体、それぞれ比較しながら、こっちのほうがこのくらいかかる

かな、高いかなというイメージが湧くと思います。 
〔資料 スライド６ 参照〕 
 こちらは、いわゆる鉄骨造のもので、工場でみんなつくってきて、そして現場で組み立

てるだけのものになっています。つまり、現場での流し込みなどがありません。 
〔資料 スライド７ 参照〕 
 次は木造の家屋です。こちら（左側の写真）の柱は、集合材といいますか、そういうも

のでつくられています。こちら（右側右上の写真）でご覧いただければよりよくわかると

思います。ジグザグ構造になっています。つまり、部材の数が少ないことが特徴です。 
 （右側左下の写真）そしてまた、ウッドパネルを建物の外壁部として使います。 
○モガール ここでぜひ言っておきたいのは、この分野では日本のほうがうんと進んでい

るから、日仏会議のときも、そうした製造現場をしっかりと見学させてもらったことを申

し上げておきます。 
○ムズゥルー 今、モガール理事長がおっしゃったことで申し上げたいのですが、今まで、

木造建築というのは、フランスにしてもヨーロッパにしても、あまりありませんでした。

ところが、やはり環境を考えるようになって、最近では、木造住宅が再スタートの兆しが



あります。 
〔資料 スライド８ 参照〕 
 これも木造の家です。２例目です。こちらも先ほどと同じように、構造に木材を使いウ

ッドパネルで覆うという手法ですけれども、この技術につきましては、ヨーロッパできち

んとした技術認定を取っています。木造住宅について初めて、ヨーロッパとして技術認定

を出した工法だと思います。これはＣＳＴＢからその認定を出していますけれども、もと

もとの工法はドイツです。それでもわかるように、ＣＳＴＢはヨーロッパレベルで活躍し

ている機関です。国際的とまでは言わないまでも、ヨーロッパをカバーしております。 
○モガール トラック４台で、１週間もたたないうちに、あっという間にこのウッドパネ

ルで覆うことができます。ですから、家を１軒建てるのに３カ月で済みます。 
〔資料 スライド９ 参照〕 
○ムズゥルー こちらも木造です。細かいことはお話ししませんけれども、このように、

木造の住宅が数多く増えていることをご覧いただきたいと思います。 
 図のように配管をこういう形でまとめてあります。それを木の構造の中に組み込んでい

くわけです。同時に、こちらの設計はバイオクリマティック構造になっています。このバ

イオクリマティック構造とはどういうものかというと、太陽の恵、風の恵を十分に取り込

んだ設計になっています。つまり、自然の恵を取り込んでいます。 
〔資料 スライド 10 参照〕 
 これは、鉄骨造のモジュラーハウスです。これは、建築現場でワーカーさんたちが集ま

っている飯場です。そういったものをベースに、より手の込んだ家をつくり上げています。 
〔資料 スライド 11 参照〕 
 これも同じです。こちらも鉄骨造の３Ｄハウスです。 
〔資料 スライド 12 参照〕 
 また、こちらは複合材による構造方法です。鉄骨造でありながら、例えば、その建物の

高さだけのレンガを一気に焼いてそれを使うというやり方です。 
 幾つかこうして例をご覧いただいて、そこからまとめに入りたいと思います。工業化の

新しい傾向がどのようなものかを引き出してみましょう。 
〔資料 スライド 13 参照〕 
 やはり研究・開発、そしてまた革新的なものがどんどんと行われている。ところが、大

きなメーカーだけがそれをやっていることが顕著になっています。 
 やはり新築物件となるといろいろな規制をクリアしていかなければいけません。同時に、

その規制の数もどんどん多くなれば、また、環境にやさしい建築であること、つまりは持

続ある開発という大命題をクリアしていかなければいけないわけです。そして、新しい製

品にしても、新しい建築方法にしても開発されていく。しかしながら、それを願っている

のは、少なくともヨーロッパのマーケットぐらいはすべてカバーできるように。いえ、も

しかしたら、国際的にいろいろなマーケットにも打って出るような製品であり、建築方法



であろうと考えております。 
 そうした傾向がここ数年、特に、いわゆる基本的な建材などについても言えるようにな

りました。何かといいますと、コンクリートであろうと、鋼材であろうと、石膏ボードで

あろうと、木材であろうと、そしてガラスであろうと、どんどんと大きなマーケットを狙

うようになってきたわけです。 
 そんなことから、「持続ある発展」という大命題の下にいろいろな製品が設計されるよう

になりました。そして、それが建築の世界においても、同時に、建物を建てるという分野

においても、そうしたものからスタートされた製品ができるようになってきたわけです。

そしてまた、工業化の建築にも同じことが言えるようになりました。 
〔資料 スライド 14 参照〕 
 となると、ここで何が見えてくるかというと、どんどんいろいろな条件を数多くクリア

しなければいけないのは製品でも同じですし、システムについても同じ、また、建築物、

建築方法においても同じということになります。つまり、快適であること、騒音がでない

こと、また、温度の問題でも問題がないこと、換気の問題もちゃんとしているし、セキュ

リティという問題もしっかりしていることが必要になってきます。 
 そうなりますと、つくられていくシステムがどんどんと複雑化していく。例えば同じ建

物のファサード部分といっても動くファサードであったりします。 
 ところが、その反面、いろいろなシステムが新しくできてくるかもしれないけど、工事

現場でしっかりと施工ができていないと、今度はちゃんと動いてくれない、ちゃんと使え

ないという問題が出てきます。 
 ですから、やはり、建物の工業化は、また、建物の幾つかの部分を工業化していくとい

うのは、そうした状況下にあって、実際に施工するときの、また、いろいろな条件、規制

などをクリアする意味でも一つの方法であると考えております。 
〔資料 スライド 15 参照〕 
 皆様のご静聴に感謝いたします。 
 どうもありがとうございました。（拍手） 
 


